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戊辰戦争における上野の戦いと江戸平定 
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１、 彰義隊の上野東叡山屯集 
(1) 彰義隊―旧幕臣と佐幕勢力の合集(和洋新旧の兵制と装備の混在) 
・編成と兵数―総計 2000 人余 
 〈彰義隊本隊〉 

一番隊～十八番隊(一隊につき 25～30 人で構成) 500 人余 
   天王寺詰  200 人程度 

遊軍    人数不詳                  
 〈附属隊〉 

第八聯隊(旧幕府歩兵)        人数不詳 
猶興隊(旧幕府砲兵)         300 人余 
旭隊(旧神奈川奉行所支配の下番)   150 人余 
臥龍隊(旧幕軍の脱走兵など)     300 人余 
遊撃隊(将軍直近の警護隊)      100 人余 
純忠隊(京都の残兵)         300 人余 
神木隊(榊原藩士)           80 人余 
松石隊(明石藩士)           30 人余 
高勝隊(高崎藩士)           30 人余 
浩気隊(若州藩士)           30 人余 
卍隊(関宿藩士)           200 人余 
水心隊(結城藩士)          人数不詳 
精忠隊、貫義隊、白虎隊など      人数不詳             

・主要装備 
 〈小銃〉 
   エンフィールド銃 : 第八聯隊(鳥羽ミニー銃)、旭隊(英式伝習隊) 
   奥詰銃隊から 400 挺、歩兵屯所から 100 挺を調達 
 〈火砲〉 
   四斤山砲 : 猶興隊(7 門) 
   二百目野戦筒(1 ポンドダライバス) : 神木隊(1 門) 



   臼砲 : 奥詰銃隊から 2 門調達 
・東叡山の防禦態勢 
 〈兵力配置〉 
   黒門口    十番隊、卍隊、八番隊、第八聯隊、旭隊 
   山王台    砲兵陣地(猶興隊)、一番隊、遊撃隊 
   穴稲荷門   神木隊、浩気隊 
   谷中門    十五番隊、旭隊、卍隊、松石隊 

下寺通諸門  遊撃隊ほか 
 〈防禦施設〉 
   畳二三枚ずつ楯とするのみ(胸墻などは構築されていなかった) 
   山の周囲へぐるりと、タルキとヌキで垣根を結った 
 
２、 東征軍による彰義隊討伐準備 
⑴東北・関東の情勢 
〇4/10 会庄同盟 
 → 白石会議、仙・米両藩主の嘆願（東北諸藩の「公議」を背景にした強迫） 
〇４/11 徳川慶喜は水戸へ退隠し、江戸城の無血開城 
→旧幕府歩兵の大量脱走 
 歩兵奉行大鳥圭介以下 2000、日光方面へ → 宇都宮城占領・落城、会津田島へ 

撒兵頭福田八郎右衛門以下 1500、房総へ → 追討軍と衝突、四散し潜伏 
→海軍副総裁榎本武揚、旧幕府艦隊を率いて品川沖から館山沖に 
→彰義隊の上野割拠 → 新政府軍兵士との衝突、治安悪化 
⑵大村益次郎の東下 
〇閏 4/1 軍防事務局判事大村発遣 
〇大村の時局認識：由利公正宛大村書簡 

「上野彰義隊が隆盛の内は、江戸城下の人心は彰義隊を頼み、鎮撫総督府の命令を聞かず
新政府は瓦解することとなる。上野彰義隊を征討した後は、人心は今度は仙台や会津な
ど奥州を頼んで鎮撫総督府を軽視して、やはり政府が瓦解することとなってしまう。も
し、今、仙台・会津の征討の時機を誤ったならば鎮撫総督府は瓦解することになろう」 

⑶準備 
〇正当性の確保 
  5/5 官版新聞『江城日誌』発行：情報面で民心の鎮定を目的 

田安亀之助の徳川宗家相続についての勅諚の写しと伝達の様子、諸道で戦う新政府
軍への慰労の沙汰、そして上野彰義隊が擁する輪王寺宮への沙汰とその反応… 

  →話し合いによる解決を求める新政府に対し、市中で乱暴狼藉を繰り返す彰義隊とい
う構図 



〇軍資金の調達 
  大村の戦費試算：20 万両 

由利公正・寺島宗則の調達不発 
→大隈重信持参の軍艦ストーン＝ウォール号接収資金の流用により確保 

〇攻撃のタイミング：由利公正宛大村書簡 
  彰義隊は、輪王寺宮を擁して日光に退き、会津に合流する 
  →ストーン＝ウォール号の入手不可が決まる 5/13 前後が、彼我の開戦時期となるとの

見込み 
  →早期討伐論（肥前藩、渡辺清）や慎重論（海江田信義、林玖十郎）に対する拒止 
〇作戦テキスト 

『活版兵家須知戦闘術門』290・291 章 
  「…敵の正面全軍にことごとく戦闘に関わらせ、或いは少数兵力で敵の大勢を戦闘に関

わらせて、こちらの本軍は決戦すべき一ヶ所に結集する。…通常用いられる攻撃法は攻
囲と側面侵撃、中央衝撃である。…この攻撃法は、敵の翼を攻撃して旋回し、又敵陣の
背後に回り込むというものである」 

⇒大村の基本的軍事戦略：「包囲殲滅」 
…東山道軍を挟撃に晒させずに、江戸の治安回復を回復し、関東鎮撫の実を挙げる 

 
３、 上野戦争 
(1) 東征軍の東叡山攻撃計画 
・諸藩兵の配置 
 〈黒門口〉 
   薩州、因州、肥後藩兵  300 人余 
   薩州藩砲隊 四斤山砲 1 門、臼砲 1 門) 
 〈富山藩邸〉 
   肥前藩  六ポンドアームストロング後装砲 2 門 
   佐土原藩 四斤山砲 1 門、臼砲 1 門(根津方面に転陣) 
   備前藩  ボートホウィッツル砲 1 門、臼砲 1 門(団子坂方面に転陣) 
   津藩   臼砲 2 門(根津方面に転陣) 
   筑後藩  砲種不明(池之端方面に転陣) 
 〈榊原藩邸〉 
   肥後藩  四斤山砲 2 門 
 〈谷中方面〉 
   長州、大村、佐土原、肥前、筑後藩兵 
   備前藩砲隊 ボートホウィッツル砲 1 門、臼砲 1 門 
   尾州磅礴隊 四斤山砲 2 門 



・主要装備 
 〈小銃〉 
   諸藩兵の多くはミニエ―銃を装備 (因州藩山国隊→短エンフィールド銃) 
   肥前、薩州、長州、大村藩兵はスナイドル銃を装備 
 〈火砲〉 
   後装砲、前装施条砲、前装滑腔砲が混在→山王台周辺に対する集中射撃 
   六ポンドアームストロング後装砲(英式平射砲) 
   四斤山砲(仏式平射砲) 
   十二ポンドボートホウィッツル砲(米式擲射砲) 
   臼砲(十二もしくは十三ドイムのハンドモルチール、蘭式曲射砲) 
・大村益次郎の作戦計画 

① 黒門口に対し、薩州・因州などの藩兵が視界の開けた広小路から大規模な正面攻撃
を実施。上野山内の彰義隊主力を黒門～山王台方面に引き付ける。 

② 本郷台に配置した諸藩砲隊の火力により、黒門～山王台方面に集まった彰義隊に対
して集中砲火を加える。 

③ 根津方面から進んだ長州・大村などの藩兵が谷中周辺を制圧して伏兵となり、黒門
口陥落後に敗走してくる彰義隊士を、天王寺南東部で側面から攻撃し掃討する。 

(2) 上野戦争の戦闘経緯 
・黒門口への攻撃 

① 広小路に進出した薩州兵(三枚橋)と因州兵(黒門前右手)が、黒門と山王台に布陣す
る彰義隊と激しい銃撃戦を展開。 

② 黒門口を決戦場とみた彰義隊は、上野山内に配置した兵力のほとんどを同方面に集
中して防戦。 

③ 上野山内に突入した東征諸藩兵は、伽藍に火を放ちつつ彰義隊を追撃。 
・本郷台からの砲撃 

① 富山藩邸と榊原邸に布陣した東征諸藩の砲隊が、黒門と山王台に集結した彰義隊に
対し、各種火砲を使用した集中的砲撃を実施。 

② 富山邸の肥前藩(六ポンドアームストロング砲 2 門・発射弾数不明)、榊原邸の肥後
藩(四斤山砲 2 門・発射弾数 200 発)が、同方面を継続的に砲撃。 

・谷中方面への攻撃 
① 長州・大村ほかの諸藩兵は谷中方面への進出を図るが、大雨で溢水した谷田田圃と

彰義隊の抵抗に阻まれて攻撃停滞。 
② 富山藩邸から転陣した砲隊の支援を得て、東征諸藩兵は谷田田圃を強硬渡河。谷中

において彰義隊と市街戦を展開。 
③ 東征諸藩兵が天王寺に達した頃、上野山内の彰義隊士はすでに根岸方面に逃走。伏

兵によって敗走してくる彰義隊士を掃討するという当初の計画は未発に終わる。 



(3) 彼我の人的損害 
・東征軍側(戦闘終了直後の届出書による) 

薩州   戦死者 8 人、負傷者 39 人 
  肥後   負傷者 3 人 
  因州   戦死者 10 人、負傷者 17 人 
  肥前   戦死者 2 人、負傷者 2 人 
  長州   戦死者 6 人、負傷者 6 人 
  筑後   戦死者 1 人、負傷者 1 人 
  大村   負傷者 4 人 
  佐土原  戦死者 1 人 
  備前   戦死者 5 人、負傷者 5 人 
  伊州   戦死者 3 人、負傷者 3 人 
  紀州   戦死者 2 人、負傷者 1 人 
  芸州   負傷者 2 人 
・彰義隊側(記録上の埋葬遺体数集計による) 
  山国隊による戦場掃除(5 月 17 日)      約 70 体→山王台に埋葬 
  仏磨和尚による埋葬(5 月 21 日～6 月 3 日)  223 体→山王台(一部は円通寺)に埋葬 
  寛永寺山守の高木秀吉による埋葬      132 体→西福寺に埋葬 


